
昨
年
２
月
よ
り
宮
崎
中
と
小
野
田
中
の
１
〜

３
年
生
ま
で
の
生
徒
12
名
・
両
校
長
で
構
成
す

る
校
歌
作
成
委
員
会
に
お
い
て
話
合
い
を
重
ね
、

両
校
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
や
文
化
、
鳴
峰
中
学
校

へ
の
思
い
を
つ
づ
り
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
竹
森
さ
ん
が
ま
と
め
上
げ
完
成
し
ま

し
た
。

①
部
活
動
の
種
類

現
在
、
両
中
学
校
で
活
動
し

て
い
る
運
動
部
と
吹
奏
楽
部
の

９
つ
の
部
活
動
は
、
鳴
峰
中
学

校
へ
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
宮

崎
中
の
美
術
陶
芸
部
と
小
野
田

中
の
創
作
部
に
つ
い
て
は
統
合

し
、「
総
合
探
究
部
」
を
創
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
合
探
究
部
で
は
、
陶
芸
や

作
品
制
作
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
自
分
の
興
味
・

関
心
に
合
わ
せ
多
様
な
活
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
転
部
に
つ
い
て

宮
崎
中
・
小
野
田
中
の
在
校

生
に
つ
い
て
は
、
現
在
加
入
し

て
い
る
部
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
転
部

等
の
希
望
に
つ
い
て
は
個
別
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

③
夏
休
み
等
の
バ
ス
送
迎

夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
時
の
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第７回・第８回　中学校統合準備委員会が開催され協議した内容をお知らせします。

【ＴＥＬ】0229-69-5112　【ＦＡＸ】0229-69-6433
【Ｅメール】kyouikusoumu@town.kami.miyagi.jp加美町教育委員会教育総務課

鳴
峰
中
学
校
校
歌 

完
成

総
合
探
究
部
を
創
設

部
活
動
に
つ
い
て
、
登
下
校
時

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
る
生
徒
を
対
象
に
送

迎
バ
ス
を
運
行
す
る
方
向
で
計

画
し
て
い
ま
す
。

④
陸
上
競
技
部

小
学
校
５
、
６
年
生
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
、
陸
上
競
技
部
の
創
設
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
既
存
の

部
活
動
や
在
校
生
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
校

後
の
状
況
を
み
て
、
さ
ら
に
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
令
和

５
年
度
に
は
創
設
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
ま
で
通
り
臨
時
的
陸
上
部
と

し
て
大
会
参
加
は
可
能
で
す
。

⑤
活
動
場
所

新
た
な
活
動
場
所
が
必
要
と

な
る
卓
球
部
の
活
動
場
所
に
つ

い
て
は
、
小
野
田
体
育
館
を
使

用
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
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宮崎中・小野田中の保護者に「鳴峰中学校」
に寄せる思いについてうかがったところ、多く
の期待が寄せられました。その一部を紹介しま
す。また、寄せられた質問については両校から
お知らせします。
□宮崎中学校と小野田中学校、それぞれの伝統
や今までの歴史などをこれからも引き継いで、
なおかつ新しい鳴峰中学校としてお互いが協
力しあってより良い学校になればいいなと思
っています。
□鳴峰中学校の学区内の歴史、郷土風習を学び、
愛校心を構築する。（鳴峰中学校生としての
自覚）
□子どもたちの向上心が高まり、協調性や競争
心が育ち、お互いに切磋琢磨することで、一
人一人の資質や能力が伸びるよう、より質の
高い学びを期待しています。
□生徒、保護者が対立することなく、両校の良
いところを融合させて生徒が安心して学べる
環境づくりをしてほしい。生徒同士の人間関
係において、先生方にはしっかり目配りをし
てもらいたい。
□保育園から小学校まで、小野田と宮崎は交流
する機会がありませんでした。そんな中での
統合となるので、お互い良い刺激になると良
いです。
□生徒数減少の為に統合したということではな
く、新設校として特色のある地域に根付いた
学校になってほしい。小野田・宮崎であるこ
と、小中規模校であることを利として、何か
秀でたものを学べる学校になってほしい。

保護者アンケートから

　体育着のＴシャツは白・ネイビー、ハーフパンツ
は薄手・厚手から選ぶことができます。現１・２年
生については町から長袖・長ズボン・Ｔシャツ・ハ
ーフパンツの４点を３月中旬に支給されます。

両校の生徒会を中心に交
流を重ね、「生徒心得」（学

校生活のきまり）について話合いをしていま
す。これまでの細かなルールを見直し、自分
たちの学校をよりよくするためのルールにつ
いて、考える機会となっています。また、
「生徒心得」とは
別に「生徒会心
得」を作成する動
きも出ており、新
中学校のリーダー
たちで楽しく、そ
して真剣に話合い
を重ねていきます。

体育着・通学カバン
上履きについて

鳴峰中学校に通学するバス路線について、現
行の路線を基本とした運行計画案を２月中に配
布いたします。今後、必要に応じて見直してい
く予定です。

スクールバスについて

・鳴峰中学校新入生保護者説明会
　２月15日（水）　14：00～　小野田中学校
・閉校式
　３月28日（火）　10：00～　宮崎中学校
　３月29日（水）　10：00～　小野田中学校
・開校式
　４月６日（木）　10：00～　鳴峰中学校

今後の予定

交流会よ
り




